
氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

○ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

○ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ○ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) △ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) △ 新しい電気化学 (電気化学会)

△ 先端電気化学 (電気化学協会) △ アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 1 回講義

電気化学の歴史，体系，エネルギー変換

平成23年4月12日(火)

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

理解度チェック

4. 電気化学が支える先端技術分野と持続的社会

電気化学が関係する先端技術の例を挙げよ

本講義と密接に関連する２年次までに受講した科目の中で自分の理解度に不安があれば挙げよ

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

「はじめに」の部分

電気化学が深く関係する学問領域と先端技術の例を挙げよ

今回の講義内容 電気化学の概説
1. カリキュラムの中での本講義の位置づけの理解

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

2. 電気化学の発展
3. 電気化学の学問領域，主な分野

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ベーシック電気化学 (大堺ほか)

○ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ○ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

○ 先端電気化学 (電気化学協会) アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 2 回講義
平成23年4月19日(火)

今回の講義内容 電気化学系の基本現象
1. 化学反応と電気
2. 電池反応：一次電池の放電
3. 電極反応と電極電位（速度論と平衡論）
4. 水の電気分解

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

ダニエル電池，ガルバニ電池，ファラデーの法則，起電力，参照電極，作用電極，
塩橋，平衡電極電位

ガルバニ電池と電解セル（槽）における，正負極及びアノード／カソードの関係を説明せよ

第１章　電気化学的な系と現象

理解度チェック

酸化還元反応と電極反応の違いを簡潔に述べよ

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

◎ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ◎ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

○ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ○ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

△ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

△ 電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) ○ アトキンス 物理化学〈下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 3 回講義
平成23年4月26日(火)

今回の講義内容 電極反応（１）：電荷移動過程と反応速度論
１．電極反応の基本過程
２．電荷移動過程における電極反応速度

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

第２章１節　電極反応速度と電流
第２章２節　電極反応速度定数の電極電位依存性

理解度チェック

化学反応速度と電極反応速度の違いを述べよ

反応速度の温度依存性がアレニウス式に従うということはどういうことか？

電気化学反応系では反応速度を知りたければ何を測るか？

アレニウスプロットから何がもとまるか？

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

Faraday電流，電極反応速度，アレニウスの式

関連する授業：反応速度論（３前）

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

◎ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ◎ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

○ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ○ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

△ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

△ 電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) ○ アトキンス 物理化学〈下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

関連する授業：反応速度論（３前）

第２章１節　電極反応速度と電流
第２章２節　電極反応速度定数の電極電位依存性

Faraday電流，電極反応速度定数，交換電流密度，分極

理解度チェック

化学反応速度定数と電極反応速度定数の違いを述べよ

電極反応速度と電荷移動速度の違いを説明せよ

部分電流と交換電流密度とはなにか説明せよ

電気化学　第 4 回講義の補講
平成23年5月10日(火)

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

今回の講義内容 電極反応（２）：電荷移動過程と平衡論（その１）
１．電極反応の基本過程
２．電荷移動過程における電極反応速度

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

△ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

◎ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ◎ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

◎ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) △ アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 5 回講義
平成23年5月17日(火)

今回の講義内容 電極反応（３）：電荷移動過程と平衡論（その２）
電極反応速度定数の電極電位依存性

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

分極，Butler-Volmer式，Tafel式

関連する授業：反応速度論（３前）

第２章２節　電極反応速度定数の電極電位依存性

理解度チェック

Butler-Volmer式から導き出せる物はなにか。

Tafel式から導き出せる物はなにか。

過電圧とはなにか。分極との違いを説明せよ

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

△ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

△ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) 電子移動の化学 (渡辺ほか)

◎ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) △ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) ○ アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考

※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 5 回講義
平成23年5月24日(火)

今回の講義内容 電極反応（４）：物質移動過程，電極／電解液界面の構造
１．拡散電流
２．電気二重層と電極反応

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

Fickの拡散方程式，限界電流密度，拡散二重層

関連する授業：移動現象論（物質移動）（２後）
今週は演習問題あり。

第２章２節　電極反応速度定数の電極電位依存性（つづき）
第２章３節　電気二重層と電極反応機構

理解度チェック

限界電流密度を電流電位曲線を書いて説明せよ

電気二重層と拡散層を説明せよ

非ファラデー電流とファラデー電流の違いを説明せよ

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

◎ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ◎ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

原理からとらえる電気化学 (石原・太田) 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

その他のお薦め参考書として，「電気化学測定マニュアル　基礎編」電気化学会

コラム１・２　電圧・電流の測定，コラム１・３　ポテンシオスタット
コラム１・４　作用電極，コラム１・５　ポーラログラフィーとボルタンメトリー

ポテンショスタット，ガルバノスタット，ボルタンメトリー，定電流（電位）電
解，定常分極曲線

理解度チェック

電流－電位曲線（ボルタモグラム）から何がわかるか述べよ

サイクリックボルタンメトリー以外に電極反応を測定する方法とその特長を述べよ

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

電気化学　第 7 回講義
平成23年5月31日(火)

今回の講義内容 電極反応（４）：電極反応の測定
電気化学反応を利用した先端技術（１）：電解，電気二重層
１．電気化学システム
２．サイクリックボルタンメトリー
３．そのほかの測定法

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

○ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

○ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ○ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

○ 電気化学 (玉虫) ○ 新しい電気化学 (電気化学会)

○ 先端電気化学 (電気化学協会) ○ アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 7 回講義
平成23年5月31日(火)

今回の講義内容 電極反応（４）：電極反応の測定
電気化学反応を利用した先端技術（１）：電解，電気二重層
１．電解合成の基礎と応用
２．電気二重層キャパシタ

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

水電解，食塩電解，電気化学キャパシタ（電気二重層キャパシタ）

１章４節　水の電気分解
コラム２・７　電解工業

理解度チェック

水電解における過電圧を説明せよ

水電解以外の電解合成の例を挙げ，その特長を述べよ

電気二重層キャパシタの特長を説明せよ

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

今回の講義内容

教科書の対応箇所

キーワード

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

○ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

○ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ○ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

○ 電気化学 (玉虫) ○ 新しい電気化学 (電気化学会)

○ 先端電気化学 (電気化学協会) ○ アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 8 回講義
平成23年6月7日(火)

課題（１）の解説と復習
電極反応（１）：電荷移動過程と反応速度論

第１章，第２章，関連するコラム

理解度チェック

電気化学が関係する先端技術の例を挙げられる

酸化還元反応と電極反応の違いを述べられる

ガルバニ電池と電解セル（槽）における，正負極及びアノード／カソードの関係を説明できる

化学反応と電極反応の違いを述べられる

部分電流と交換電流密度とはなにか説明できる

サイクリックボルタンメトリー以外に電極反応を測定する方法とその特長を述べられる

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

電極反応（２）：電荷移動過程と平衡論（その１）
電極反応（３）：電荷移動過程と平衡論（その２）
電極反応（４）：電極反応の測定
電気化学反応を利用した先端技術（１）：電解，電気二重層

Butler-Volmer式を説明できる

限界電流密度，濃度分極と濃度過電圧を電流電位曲線を書いて説明できる

Tafel式から導き出せる物はなにかを説明できる

電気二重層の概念と応用を説明できる

電流－電位曲線（ボルタモグラム）から何がわかるか述べられる

これまでの講義で
理解できなかった
ところがあれば記
入してください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

今回の演習内容
提　出　締　切

１．Zn(s) + Cl2(g) ⇔ ZnCl2(l)を電池反応とする化学電池を考える。

１ａ）便覧などから標準電極電位を調べ，この電池における標準起電力を計算せよ。

１ｂ）25℃における電池反応のΔG o
と平衡定数Kを求めよ。

２．拡散層の厚さが1 x 10-6 mで濃度勾配が1 mMである場合に流れる拡散電流を計算せよ。

ただし，水溶液中での反応物質の拡散定数は1 x 10-5 cm2 s-1
であり，反応電子数は1とする。

３．濃度が10 mMの化合物A を電解酸化した。拡散が律速過程であると仮定し，反応電子

数が2，化合物Aの拡散定数は6 x 10-9 m2 s-1
，拡散層の厚さを5 x 10-2 cm，温度を60℃とし

て，限界電流を求めよ。

４．拡散定数は1x10-5 cm2 s-1
の１電子反応をおこす分子Ｂについてボルタンメトリーを行っ

たところ，電位走査速度が10 mV s-1
のとき，ピーク電位差が72 mVであった。

４ａ）標準電荷移動速度定数k eqを求めよ。

４ｂ）濃度を1x10-6 mol cm-3
と仮定し，交換電流密度j 0を計算せよ。

４ｃ）走査速度が50 mV s-1
の場合のピーク電位差を推定せよ。

５．教科書「エッセンシャル 電気化学」の問題２．６

６．教科書「エッセンシャル 電気化学」の問題２．７

７．教科書「エッセンシャル 電気化学」の問題２．８

電気化学
平成23年5月24日(火)

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

課題（１）電極反応
平成23年5月31日(火)

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

◎ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

原理からとらえる電気化学 (石原・太田) 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ◎ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) ○ アトキンス 物理化学〈上〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 10 回講義
平成23年6月21日(火)

今回の講義内容 起電力と電極電位（１）：電池の起電力
１．電池の表示方法と起電力
２．電池起電力の熱力学的計算，可逆電池の標準起電力
３．電池の起電力に影響する因子（温度，濃度）
４．標準水素電極と電極電位

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

３章１節　電池の起電力
３章２節　平衡電極電位

理解度チェック

電池の起電力とは何か

標準起電力，平衡電極電位，標準電極電位を説明せよ

標準水素電極を説明せよ

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

ギブズエネルギー，活量係数，標準起電力，Nernst式，エンタルピー／エントロ
ピー，水素電極，イオン化列，参照電極，標準電極電位，電池反応の平衡定数

関連する授業：移動現象論（平衡論）（２後），熱力学Ⅱ（２後）

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

○ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

原理からとらえる電気化学 (石原・太田) ○ 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ◎ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) ○ アトキンス 物理化学〈上〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 11 回講義
平成23年6月28日(火)

今回の講義内容 起電力と電極電位（２）：電極電位
１．半電池
２．標準水素電極と電極電位
３．標準電極電位
４．基準電極

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

Nernst式，水素電極，基準電極，標準電極電位，平衡電極電位，電池反応の平衡定
数

関連する授業：熱力学ＩＩ（２後）

Nernst式から導き出されるものはなにか

３章３節　溶液内反応の平衡と起電力
３章４節　種々の電極の平衡電極電位

理解度チェック

基準電極はどういうものか

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

○ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

原理からとらえる電気化学 (石原・太田) 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) ○ 新しい電気化学 (電気化学会)

○ 先端電気化学 (電気化学協会) アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 12 回講義
平成23年7月5日(火)

今回の講義内容 電気化学反応を利用した先端技術（２）：電池
１．一次電池
２．二次電池

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

電池の理論エネルギー密度，自己放電，一次電池，二次電池

コラム３・４　使い捨て電池
コラム３・５　繰り返し使える電池

理解度チェック

実用電池に要求される要件を列挙しなさい

ニッケル水素二次電池は過充電や過放電に強い。なぜか。

Li電池とLiイオン電池の違いを述べよ。

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

◎ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

－ 原理からとらえる電気化学 (石原・太田) － 電子移動の化学 (渡辺ほか)

○ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ◎ 電気化学概論 (松田・岩倉)

△ 電気化学 (玉虫) － 新しい電気化学 (電気化学会)

－ 先端電気化学 (電気化学協会) △ アトキンス 物理化学〈下〉

備考

※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 13 回講義
平成23年7月12日(火)

今回の講義内容 電解質溶液の性質
１．電解質溶液の電気伝導率
２．電解質のモル電気伝導率
３．イオンの移動度

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

４章　電解質溶液の電気伝導性

理解度チェック

電気伝導率，モル電気伝導率，イオンのモル電気伝導率の違いはなにか。

アルカリ金属イオンのモル電気伝導率が結晶イオン半径の減少とともに小さくなる

電解質溶液のΛとΛ
∞
から解離度αを求めることができるのは弱電解質溶液に限られる

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

イオンのモル電気伝導率，移動度，解離度，強・弱電解質

関連する授業：熱力学Ⅱ（２後）
今週は演習問題あり。

傾向があるのはなぜか。

理由を説明せよ。

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

◎ 基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ○ ベーシック電気化学 (大堺ほか)

原理からとらえる電気化学 (石原・太田) 電子移動の化学 (渡辺ほか)

◎ 電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) ○ 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) ○ 新しい電気化学 (電気化学会)

○ 先端電気化学 (電気化学協会) △ アトキンス 物理化学〈下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 14 回講義
平成23年7月19日(火)

今回の講義内容 電気化学反応を利用した先端技術（３）：燃料電池，めっき
１．燃料電池
２．めっき

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

コラム２・６めっき

理解度チェック

燃料電池は電流密度が高いと電圧が低下する理由を述べよ

燃料電池は多種あるが，１例を挙げその特長と問題点をあげよ

電気めっきと化学めっきの違いと特徴を述べよ

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

燃料電池の理論発電効率，分極，電極触媒，固体高分子形燃料電池，直接メタノー
ル形燃料電池，固体酸化物形燃料電池

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

教科書の対応箇所

キーワード

基礎からわかる電気化学 (泉ほか) ベーシック電気化学 (大堺ほか)

原理からとらえる電気化学 (石原・太田) 電子移動の化学 (渡辺ほか)

電気化学(基礎化学コース) (渡辺ほか) 電気化学概論 (松田・岩倉)

電気化学 (玉虫) 新しい電気化学 (電気化学会)

先端電気化学 (電気化学協会) アトキンス 物理化学〈上･下〉

備考
※質問，要望などがあれば，裏面に。 v110411

電気化学　第 15 回講義
平成23年7月26日(火)

今回の講義内容 課題（２）の解説と復習
起電力と電極電位（１）：電池の起電力
起電力と電極電位（２）：電極電位
電気化学反応を利用した先端技術（２）：電池

電気化学反応を利用した先端技術（３）：燃料電池，めっき
電解質溶液の性質

参考書
◎ 講義と密接に関連
○，△ 参考になる

関連する授業：分析化学（２前）

第３章，第４章，関連するコラム

理解度チェック

電池の起電力を説明できる
はい　／　いいえ

電池の反応式を説明できる
はい　／　いいえ

電池の起電力と反応のギブズエネルギーであらわすことができる
はい　／　いいえ

はい　／　いいえ

金属のイオン化列がもつ物理的な意義を述べられる
はい　／　いいえ

平衡電極電位，標準電極電位，標準水素電極の違いを説明できる
はい　／　いいえ

Nernst式が何を表すかを説明できる
はい　／　いいえ

今回の講義で理解
できなかったとこ
ろがあれば記入し
てください

はい　／　いいえ

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

実用化されている電池とその特長を複数挙げられる
はい　／　いいえ

水電解と燃料電池反応における過電圧を説明できる

モル電気伝導率について説明できる
はい　／　いいえ

水溶液中でのプロトンの移動度が高い理由を説明できる
はい　／　いいえ

標準起電力から平衡定数とギブズ自由エネルギー変化量を算出できる

仮
版



氏名

学籍番号
化・材・高

今回の演習内容
提　出　締　切

電気化学
平成23年7月12日(火)

課題（２）起電力と電極電位

担当教員：杉本　渉（材料化学工学課程）

平成23年7月19日(火)

４）マンガン乾電池の正極，負極のみの理論重容量密度を求めよ。また，正極と負極の容
量が同一になるように電池を組み立てた場合の活物質全体の重量容量密度を求めよ。

１）次の電池の起電力をもとめよ。

　　Ag | AgCl(s) | Cl
-
(a =0.05), Fe

3+
(a =0.1), Fe

2+
(a =0.02) | Pt

２）次の電池がある。下記問いに答えよ。ただし，温度は25℃とする。
　　　　Zn(s) + Cl2(g)　⇔　ZnCl2(aq)
　(a) 標準起電力
　(b) 標準ギブズ自由エネルギー
　(c) 平衡定数

６）内径1 cm，長さ4 cm のガラス円筒中につぎの水溶液を満たしたとき，これらの液注
の長さ方向における電気抵抗をもとめよ。ただし，温度は25℃，アンモニアの解離定数は
Kb = 1.75 x 10-5 mol dm-3，また，K4[Fe(CN)6]はK+と[Fe(CN)6]4-に完全解離し，イオン
間相互作用は軽視できるものとする。

　(a) 10 mmol dm-3
のアンモニア水

　(b) 5 mmol dm-3
のK4[Fe(CN)6]水溶液

３）つぎの電池の標準起電力U o
からハロゲン化銀AgCl，AgBr，AgIの溶解度積K sを求め

よ。ただし，25℃における電池(1)のU o
は，XがClのとき0.222 V，Brのとき0.0713 V，Ⅰ

のとき-0.1518 Vである。また，電池(2)のUoは0.7991 Vである。
　　Pt-Pt | H2 | HX | AgX | Ag　　　　　（１）

　　Pt-Pt | H2 | H
+, Ag+ | Ag　　　　　　（２）

５）KCl，KNO3，AgNO3の25℃における無限希釈におけるモル電気伝導率はそれぞれ

　　14.99, 14.50, 13.34 mS m2 mol-1である。25℃でAgClの無限希釈におけるモル電気
　　伝導率をもとめよ。

仮
版


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7-1
	7-2応用1
	8復習
	課題1
	10
	11
	12応用2
	13
	14応用3
	15
	課題2



